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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年８月２６日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 衝突 

発生日時 令和６年７月７日 １０時４５分頃 

発生場所 山梨県富士河口湖町河口湖東部 

 小立
こ だ ち

四等三角点から真方位０４０°６８０ｍ付近 

 （概位 北緯３５°３０.９′ 東経１３８°４５.８′） 

事故の概要  遊覧船ふじみは、北北西進中、また、プレジャーボート沈没
ちんぼつ

丸は、

南西進中、両船が衝突した。 

 ふじみは、旅客３人が負傷して右舷船首部外板に割損を生じ、ま

た、沈没丸は、左舷外板の擦過傷等を生じた。 

事故調査の経過  令和６年７月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（横浜事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

 

Ａ 遊覧船 ふじみ、５トン未満 

   ２３０－９６６９山梨、個人所有 

   ６.３０ｍ（Lr）×１.８０ｍ×０.８３ｍ、ＦＲＰ 

   ディーゼル機関、２２１.０kＷ、昭和５６年５月 

  （写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ Ａ船 

 

Ｂ プレジャーボート 沈没丸、０.９トン 

   ２３１－２０３９９長野、個人所有 

   ５.２１ｍ（Lr）×２.３０ｍ×０.７４ｍ、ＦＲＰ 

   ガソリン機関、１４７.１kＷ、平成１６年４月 

  （写真２ 参照） 
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写真２ Ｂ船 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長Ａ ４５歳 

   二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

    免許登録日 平成１５年５月２６日 

    免許証交付日 令和４年１２月５日 

           （令和１０年５月２５日まで有効） 

Ｂ 船長Ｂ ５０歳 

   二級小型船舶操縦士 

    免許登録日 平成２５年５月２日 

    免許証交付日 令和５年３月２日 

           （令和１０年５月１日まで有効） 

 死傷者等 Ａ 軽傷 ３人（旅客） 

Ｂ なし 

 損傷 Ａ 右舷船首部外板に割損（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 右舷船首部外板 

 

Ｂ 左舷後部ガンネルに破損及び左舷外板に擦過傷（写真４参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真４ 左舷後部 

 気象・水象 気象：天気 晴れ、風向 東北東、風速 約４m/s、視界 良好、 

気温 約３１℃ 

水象：湖上 平穏 
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 事故の経過  Ａ船は、人の運送をする内航不定期航路事業*1として、富士河口湖

町船津の係留桟橋から河口湖内を周遊する遊覧船で、船長Ａが１人で

乗り組み、子供１人を含む旅客４人を乗せ、令和６年７月７日１０時

４２分頃、河口湖の西岸（同町長浜）付近までを往復する周遊の目的

で同桟橋を出発した。 

 船長Ａは、キャビン船首側中央の操縦席に座って手動操舵で操船

し、旅客４人は、操縦席の後方の座席に座っていた。 

 Ａ船は、約４０km/h の速力（対地速力、以下同じ。）で河口湖大橋

中央の橋脚の間に向けて航行中、遊覧を終えて船津の係留桟橋に向か

う大型の遊覧船とすれ違う状況となった。（写真５参照） 

 

 

 

 

 

写真５ 河口湖大橋を西方に望む 

 

 船長Ａは、大型の遊覧船と互いに左舷を対してすれ違うこととし、

Ａ船を河口湖大橋中央の橋脚の間の北側に寄せて北西進させた。 

 船長Ａは、河口湖大橋下を過ぎた後、大型の遊覧船を左舷側に見て

すれ違う状況となり、同船と同船の引き波に注意を向けていた。 

 船長Ａは、大型の遊覧船の引き波の影響が少なくなるように針路を

少し右に転じてＡ船を北北西進させ、引き波を乗り越えた頃、右舷方

至近に接近するＢ船を認め、直ちに主機の操縦ハンドルを中立に操作

して左舵を取ったものの、数秒後の１０時４５分頃、惰力を残したま

まＡ船の右舷船首部とＢ船の左舷後部とが衝突した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
*1 「人の運送をする内航不定期航路事業」とは、原則として非旅客船（旅客定員１～１２名）を使用し、不定期

（日程やダイヤを定めない）に、他人の需要に応じて、人を運送する事業をいう。 
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図１ 事故発生経過概略図 

※国土地理院 Web サイトの地理院地図を加工して作成 

 

 船長Ａは、旅客に受傷の様子が見られなかったが、旅客の１人で 

あった子供が頭を押さえて泣きやまないので、係留桟橋にある事務所

の担当者に電話して救急車を要請した。 

 船長Ａは、Ａ船の右舷船首部の外板に割損があったことから沈没の

危険を感じ、早く桟橋に戻りたいと思った。このため、Ｂ船の乗船者

には負傷者もおらず、かつ、船体の損傷も軽いように見えたので、船

長Ｂと言葉を交わさずにＡ船を係留桟橋に向けて航行させた。 

 旅客４人のうち子供を含む３人は、救急車で山梨県富士吉田市内の

病院に搬送されて、いずれも打撲と診断された。 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、ブラックバス釣りの大会に参加

する目的で、０８時００分の大会開始とともに富士河口湖町大池公園

前沖を出発した。 

 Ｂ船は、河口湖大橋北交差点北方の陸岸付近から富士河口湖町八木

崎公園東方沖に釣り場を移動しようとして、１０時４２分頃に約５０

km/h の速力で南西進を開始した。 

 船長Ｂは、大型の遊覧船が船首方を左に通過していたので、同船及

び同船の引き波に注意を向けながら航行を続け、最初の引き波が接近

するのを見て、主機を前進としたままフットアクセルから右足を離し

てＢ船を急減速させた。 

 船長Ｂは、Ｂ船が惰力でゆっくりと前進中、体が左舷方に飛ばされ

るような大きな衝撃を受け、体をハンドルに打った。その際、人の声

を聞いた。 

富士河口湖町 

Ｂ船の南西進開始場所 

Ａ船 

Ｂ船 

大池公園 

河口湖大橋北交差点 

Ｂ船の目的地 

Ａ船の係留桟橋 

富士河口湖町 
0  100m 

事故発生場所 
（令和６年７月７日 
１０時４５分頃発生） 

八木崎公園 

小立四等三角点 

大型の遊覧船 
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 Ｂ船は、衝突の衝撃で左に約１８０°回頭した。 

 船長Ｂは、至近にＡ船を認め、Ｂ船がＡ船と衝突したことに気付い

たものの、船長Ａが船長Ｂに言葉を交わすことなくＡ船を反転させて

離れていくのを見た後、大会本部に本事故の発生を連絡した。 

 Ｂ船は、自力航行で大会本部がある大池公園前の湖岸に戻った。 

 その他の事項 (1) Ａ船所有者が行う旅客の周遊事業 

   Ａ船所有者は、昭和５８年頃、旅客の周遊事業を始め、平成 

１２年から人の運送をする内航不定期航路事業として事業を継続

していた。 

   運航形態は、係留桟橋から河口湖大橋北方までの往復のほか、

本事故時と同様に、同桟橋から河口湖の西岸付近までを往復する

周遊など、五つのコースが設定され、多いときは１日に２０～ 

２５回程度運航されていた。 

   本事故当日は、本事故発生前に１回運航していた。 

(2) 船長Ａの経験 

   船長Ａは、平成２１年又は２２年頃からゴールデンウイーク等

の繁忙期に船長として仕事を手伝っていて、河口湖での航行及び

操船の経験は豊富で、２、３年前から通年で船長を務めていた。 

(3) 船長ＢのＢ船の運航経験 

   船長Ｂは、３、４年前にＢ船を購入し、週末に長野県信濃町野

尻湖や河口湖等で開催されるブラックバス釣りの大会にＢ船でよ

く参加していた。 

(4) 事故発生場所付近の状況 

   本事故当時、本事故発生場所付近の水域には、Ａ船、Ｂ船及び

大型の遊覧船以外に、船はいなかった。 

(5) Ａ船及びＢ船の衝突前の状況 

   Ａ船及びＢ船にはそれぞれ電子ホーンが設置されていた。 

   船長Ａは、Ｂ船の接近に気付いたものの、時間的余裕がなく鳴

らさなかった。 

   船長Ｂは、衝突するまでＡ船の接近に気付いていなかったの

で、ホーンを鳴らすことができなかった。 

(6) 河口湖における運航に関する規程 

   河口湖では、山梨県富士五湖水上安全条例（昭和４８年山梨県

条例第８号）が適用され、次のとおり規定されている。 

   第三条 船舶は、水域における交通の安全と事故の防止を図る

ため、次の各号に掲げる航法に従い航行しなければならな

い。 

二 二隻の船舶が互いに進路を横切る場合であつて、衝突の

おそれがあるときは、他の船舶を右げん側に見る船舶は、

他の船舶の進路を避けること。 



- 6 - 

   第六条 水域において、船舶の航行による人の死傷又は物の損

壊（以下「航行による事故」という。）があつたときは、当該

船舶の操縦者その他の乗務員は、直ちに負傷者を救護し、危

険を防止するため必要な措置を講じなければならない。この

場合において、当該船舶の操縦者（操縦者が死亡し、又は負

傷したためやむを得ないときは、その他の乗務員）は、速や

かに警察官に当該航行による事故が発生した日時及び場所、

当該航行による事故における死傷者の数及び負傷者の負傷の

程度並びに損壊した物及び損壊の程度並びに当該航行による

事故について講じた措置を報告しなければならない。 

   船長Ａ及び船長Ｂは、同条例について認識していた。 

(7) 救命胴衣の着用状況 

   Ａ船及びＢ船の乗船者は、全員救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

Ａ あり、Ｂ あり 

Ａ なし、Ｂ なし 

Ａ なし、Ｂ なし 

(1) 船長Ａは、Ａ船の左舷側を南東進する大型の遊覧船及び同船の

引き波に注意を向けて、Ａ船を操船していたことから、Ｂ船に気

付くのが遅れたものと考えられる。 

(2) 船長Ｂは、大型の遊覧船がＢ船の船首方を左に通過するのを視

認し、同船及び同船の引き波に注意を向けて、Ｂ船を操船してい

たことから、Ａ船の接近に気付かなかったものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、船長Ａ及び船長Ｂが、周囲の適切な見張りを

行っていない状況で、両船が衝突したものと考えられる。 

(4) 船長Ａは、山梨県富士五湖水上安全条例の規定内容を理解して

おり、Ａ船が早期にＢ船を認知していれば、同条例の規定に基づ

き、安全にＢ船を避航していた可能性があると考えられる。 

原因  本事故は、河口湖東部において、Ａ船が北北西進中、Ｂ船が南西進

中、船長Ａが、左舷側を通過する大型の遊覧船及び同船の引き波に注

意を向けていて、周囲の見張りを適切に行っていなかったため、Ｂ船

の接近に気付かず、また、船長Ｂが、船首方を左に通過する大型の遊

覧船及び同船の引き波に注意を向けていて、周囲の見張りを適切に 

行っていなかったため、Ａ船の接近に気付かず、両船が衝突したもの

と考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・船長は、一方向にのみ注意を向け過ぎず、周囲の見張りを適切に

行うこと。 

 ・船長は、他船と衝突した場合、救助活動を優先しつつ、相互に人
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的被害及び船体損傷を確認し、速やかに海上保安庁又は警察（河

川、湖で事故が発生した場合）に通報すること。 

 


